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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅰ 運営委員会報告 上原伸夫（宇都宮大院） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
2019年度第1回運営・分析技術研究審議WG合同委員会 

（2019年4月15日開催） 

1. 研究会・フォーラム関連事項 
(1) 研究会 I「溶鋼リアルタイム分析」終了報告書

およびスライドによる最終活動が出口主査から

報告された。報告書は研究会で明らかにした結

果を明確に追記する前提で承認された。 
(2) 研究会Ⅰ「バイオフィルム被覆によるスラグ新

機能創出」（主査：平井信充）の 2018 年度活動

報告書（2 年度終了）および活動計画書（3 年度）

を平井主査から報告された。審議の結果，3 年度

への継続が承認された。 
(3) フォーラム活動終了報告が 2 件あった。「X 線

顕微鏡の鉄鋼分野への応用」フォーラム（木村

座長）では、鉄鋼材料の組織制御高度化のため

には原子の化学状態の三次元分布の観察が重要

であるとの認識を得た。｢オンサイトおよびオン

ライン分析に役立つ分析技術｣フォーラム（国村

座長）では、小型分析機器（X線など）や前処理

法（固相抽出など）について研究成果を議論し

た。 
(4) 継続の 6 フォーラムについて経過説明があった。 
・鉄鋼分析における誤差因子の検討：ブラック

ボックス化した分析装置の功罪（田中座長） 
・多結晶材料の異方性の評価と予測技術（小貫

座長） 
・鉄鋼関連材料の化学状態分析の新しい展開

（今宿座長） 
・小型中性子源による鋼中非金属介在物評価法

の検討（大竹座長） 
・材料中の微量元素の役割の評価（自主 F）（打

越座長） 
・金属組織のマルチスケール応力・ひずみ評価

研究（自主F）（今福委員） 
新規フォーラム「現在の製鋼関連技術における

湿式分析の新領域を探る」（上原座長）、「化学的

または生物学的処理によるスラグの機能変化と

その評価・分析」（高橋座長）の 2019 年度の活

動計画が報告され、了承された。 
2. 学会部門・学術部会関連事項 

(1) 事務局より「学術部会 5 年見直し」についての

自己評価書について説明があった。 
(2) 評価・分析・解析部会ロードマップ（案）およ

び学術部会ロードマップにおける 2019 年度研究

会設立の重点領域（2018 年 6 月現在）が藤浪副

部会長から説明された。 

3. 講演大会関連事項 
(1) 事務局から、第 177 回春季講演大会学生ポス

ターセッションでの受賞者が報告された。これ

に関連し、上原委員から指導教授経由で受賞学

生あてに PEMAC ニュースレターズへの執筆を

依頼することが報告された。 
(2) 事務局から第 178 回秋季講演大会までのスケ

ジュールが報告された。特別講演の講演者は、

現在のところ未定である。 
4. その他 
  なし 

 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅱ 講演大会報告 佐藤成男（茨城大院） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 第 177 回春季講演大会が平成 31 年 3 月 20 日～22
日の 3 日間、東京電機大学東京千住キャンパスで開催

されました。大学のビルとビルとの間は様々な経路で

機能的につなげられており、都市型大学の代表ともい

える洗練された設計と感じました。都市型大学は限ら

れたスペースの都合、“庭”を配置することが難しい

ですが、高階層には陽当たりの良い“庭”があり、体を

休めることができました。“隣の芝生は青く見える”

こともありますが、多くの点で私が所属する茨城大を

桁違いで凌駕しておりました。些末なことですがトイ

レットロールペーパーは電機大オリジナルの包装紙が

使われておりました。端々まで大学イメージをアピー

ルする気遣いに大学職員の努力、才覚を感じ取れまし

た。 
 今大会の部会企画として、鉄鋼のミクロ組織要素と

特性の量子線解析研究会（主査：茨城大 佐藤）、多結

晶材料の異方性の評価と予測技術 F（座長：茨城大 
小貫先生）、小型中性子源による鋼中非金属介在物評

価法の検討 F（座長：理研 大竹先生）、金属組織のマ

ルチスケール応力・ひずみ評価研究自主 F（座長：都

市大 熊谷先生）の共催によるシンポジウム「金属微

細組織解析を指向した量子ビーム応用の最前線～小型

中性子源や小角散乱、回折から見える新しい情報～」

が開催されました。100 名以上の参加者を迎え、この

分野への関心の高さがうかがえます。また、鋼分析に

おける誤差因子の検討：ブラックボックス化した分析

装置の功罪 F（座長：京大 田中先生）による予告

セッション「鉄鋼分析のデジタル化と分析精度」が行

われました。田中先生をはじめとした若手研究者を中

心に発表がなされ、今後の部会を牽引する活躍が期待

されます。 
 表彰式では、山岡賞を小型中性子源による鉄鋼組織

解析研究会（主査：大竹淑恵先生（理研））、白石記念
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賞を西藤将之様（新日鐵住金）、鉄鋼技能功績賞を坂

本冬樹様（東北大）が受賞されました。鉄鋼の分析研

究に貢献いただきましたことに感謝申し上げておりま

す。 
 さて、部会関連の一般講演として 11 件の発表があ

りました。新日鐵住金（日本製鉄）の若手である奥下

様のご発表は、難しい内容を初心者の私でも理解でき

るよう工夫がなされ、客観性を高めた考察もあり、今

後のご活躍が期待されます。優れた発表がある一方、

一般講演数が少ないことが部会の課題として挙げられ

ています。大学の先生方、研究会、フォーラムからの

発表のご協力をお願い申し上げます。学生ポスター

セッションは全体で 68 件、その中から部会関連の発

表として優秀賞1件、努力賞3件が表彰されました。

部会関連の学生ポスター発表件数は比較的多く、その

中からも口頭発表にチャレンジしてもらえればと思い

ます。 
 次回の第178回秋季講演大会は岡山大学津島キャン

パスで令和元年 9 月 11 日～13 日に行われます。当部

会に関連する企画として、第 18 回部会集会と特別講

演会「高温 XRD による焼結鉱の還元課程の直接観察」

（東工大 林 幸先生）が開催されます。加えて、シン

ポジウム「金属微細組織解析を指向した量子ビーム応

用の最前線 II－X 線、中性子から得られる金属組織情

報－」（鉄鋼のミクロ組織要素と特性の量子線解析研

究会、多結晶材料の異方性の評価と予測技術 F、金属

組織のマルチスケール応力・ひずみ評価研究自主Fの

共催）、シンポジウム「バイオフィルム被覆および化

学的処理によるスラグ新機能創出とその評価」（バイ

オフィルム被覆によるスラグ新機能創出研究会、化学

的または生物学的処理によるスラグの機能変化とその

評価・分析Fの共催）が開催されます。 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅲ 研究会報告 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
3.1 研究会Ｉ「バイオフィルム被覆によるスラグ新

機能創出」平井信充（鈴鹿高専） 
 転炉系製鋼スラグは、競合する他の

リサイクル材料が存在するために、将

来の利用用途拡大に向けて新機能創出

が求められている。その際、沿岸域や

農耕地の環境修復材として、水と接す

る環境下で製鋼スラグを利用する際に

は、スラグ中に含まれる金属元素の溶出挙動の制御が

極めて重要となる。以上を背景として、製鋼スラグの

表面をバイオフィルムで被覆し、バイオフィルムが選

択的に金属イオンを抽出・捕捉することを利用して、

スラグの溶出挙動を制御し、製鋼スラグの有する有用

成分供給・環境修復機能を大幅に向上するための知見

を得ることが本研究会の目的である。以上の目的を達

成するために、研究重点項目として以下の4 つを挙げ

ている。 
1. バイオフィルムで被覆した製鋼スラグからの溶出

挙動の評価 
2. 製鋼スラグ上に生成したバイオフィルム定量法の

検討 
3. 実環境中で製鋼スラグ上に生成するバイオフィル

ムの菌叢解析 
4. 環境が製鋼スラグ上に生成するバイオフィルムに

与える効果の調査 
 最終3 年目である今年度の活動として、まず、岡山

大で開催される日本鉄鋼協会第178回秋季講演大会に

おいて、本研究会と「化学的または生物学的処理によ

るスラグの機能変化とその評価・分析」フォーラムと

の共催で、シンポジウム「バイオフィルム被覆および

化学的処理によるスラグ新機能創出とその評価」を開

催予定である。その発表タイトルは仮ではあるが以下

の通りを予定している。 
 基調講演「各種材料とバイオフィルムの相関 －
EPS の持つ役割とそのセンシング」 
 「製鋼スラグの組成とバイオフィルムを形成する細

菌叢との関連」 
 「常在菌バイオフィルムの新規定量手法の確立」 
 「藻場造成を想定した物理的吸着によるバイオフィ

ルム定量評価」 
 「鉄鋼スラグを用いた残留性有機汚染物質の分解技

術の開発」 
 「海水への製鋼スラグ成分溶出に及ぼすバイオフィ

ルムの影響」 
 「金属錯体形成が製鋼スラグ溶出挙動に及ぼす影響」 
 「電気炉酸化スラグの純水への溶出に及ぼす殺菌灯

照射の効果」 
 「走査型イオン伝導顕微鏡によるバイオフィルムの

形態観察とミクロな濡れ性」 
 今後は、それぞれの研究重点項目について研究を進

めるとともに、研究会や講演大会内でのシンポジウム

形式での最終報告会の開催などを予定している。 
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3.2 Ⅰ型研究会「LIBS実用場適用技術開発」 
出口祥啓（徳島大院） 

 ｢LIBS 実用場適用技術開発」研究

会（R1～R3）をスタートしました

(LIBS：Laser Induced Breakdown 
Spectroscopy，レーザー誘起ブレー

クダウン法）。本研究会では、「溶鋼

リアルタイム分析」研究会（H28～
H30）の成果を受け、LIBS 技術を鉄鋼製造プロセス

に適用するための実用場適用技術を開発します。「溶

鋼リアルタイム分析」研究会では、二次精錬などの鉄

鋼プロセスへの適用を目標として、LIBS を用いたオ

ンサイト・オンライン分析技術の確立を実施しました。

LIBS では、その定量化の実用化における大きな課題

となっています。この課題を解決する方法として、定

量性を向上できる「長短ダブルパルス LIBS 技術」を

開発しました。溶鋼中マンガン、炭素計測を行い、従

来の LIBS 技術と比較しての定量性が向上することを

明らかとしました。また、炭素計測に関しては、

10ppm～200ppm の低濃度域において、定量分析が

可能であることを確認しました。 
 「LIBS 実用場適用技術開発」研究会では、次の 3
技術を開発します。計測対象場へのアクセス技術とし

て、溶鋼へのレーザー光アクセス（4m～）において、

浸漬管（プローブ）設置における温度、ガスフローの

影響を確認します。また、レーザー光の自動焦点技術

として、溶鋼表面へのレーザー照射に関し、溶鋼表面

までの距離を検知し、レーザーの焦点を自動調整する

システムを開発します。実スケール対象への適用では、

10kg レベルの溶鋼を作製できる加熱炉を用いて、

LIBS の計測特性を評価するとともに、浸漬管、自動

焦点技術の性能を検証します。本技術を溶鋼成分のダ

イナミック制御に活用し、処理時間削減、添加合金量

の最適化、耐火物損耗のミニマム化、歩留向上などに

貢献する予定です。 
 また、LIBS2020国際会議（2019年9月20～25日、

京都）への参画するとともに、講演大会 でのシンポ

ジウム、国際セッションなどを通して、本研究成果の

報告、LIBS を含む計測・分析技術に関する討議を行

います。上記活動を通し、本技術の実用化に関する最

新技術動向の把握を行い、本技術の高度化を図る予定

です。 
 
 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅳ 関西分析研究会報告 

          安達丈晴（日鉄住金テクノ） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 2019 年度第 1 回役員会および第 1 回例会が、2019
年 6 月 6 日(木)に音羽電機工業株式会社 本社雷テク

ノロジセンター（尼崎市）にて開催され、35 名が参

加した。今年度から委員長に就任された藤原委員長

（龍谷大）による開催の挨拶の後に、2 件の依頼講演

と大学等研究機関での活動報告として学生発表4 件が

行われた。題目・講演者は下記の通りである。 
1  依頼講演①：イノベーションのための正確な評価・

解析と男女共同参画推進（豊橋技科大 中野裕美） 
2.  依頼講演②：雷サージ防護の重要性と ZnO バリ

スタ素子のサージ耐量特性 
（音羽電機工業(株) 塚本直之） 

3.  学生発表①：酸化チタンナノロッドの水熱合成と

水の光触媒的酸化反応（阪大 山崎友香理） 
4.  学生発表②：Mg－H 平衡反応における熱力学パ

ラメータ（龍谷大 清水吉大） 
5.  学生発表③：共焦配置による蛍光X 線内部解析法

の基礎研究（阪市大 園田将太） 
6.  学生発表④：軟X 線吸収分光法と第一原理計算に

よるナノダイヤモンドの表面構造解析 
（兵庫県立大 前田 樹） 

 依頼講演と学生発表の間には2 グループに分かれて

雷テクノロジセンターの模擬雷設備を見学し、丁寧な

説明を受けた。例会に続く懇親会では、学生発表に関

して例会参加者投票の結果、阪大・山崎友香理さんに

優秀講演賞を授与した。次回（2019 年度第 2 回例会）

は、2019 年 12 月もしくは 2020 年 1 月頃に三菱重工

業株式会社（高砂市）にて開催される予定である。 
 最後に、今回の例会開催にあたり多大なるご配慮と

ご尽力をいただいた、音羽電機工業株式会社の皆様に

厚くお礼を申し上げます。 
 

 
見学を終え記念撮影の様子 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅴ 新規フォーラム・自主フォーラムの募集 

  評価・分析・解析部会長 鈴木 茂（東北大） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 評価・分析・解析部会は、2020 年度からスタート

する新規フォーラムおよび自主フォーラム（活動期間

は原則として、それぞれ 3 年）を募集する。現在、6
つのフォーラムと2 つの自主フォーラムが活動を行っ

ている。 
 特定の課題や研究テーマについて共通の興味や関心

を持つ会員同志の情報交換、討論、資料収集や勉強会、

あるいは共同実験の実施や評価などの場としてフォー

ラムや自主フォーラムを活用していただきたい。また、

フォーラムおよび自主フォーラムの活動が、研究・技

術レベルの向上、部会会員増、ひいては部会の活性化

につながるようなシーズを生み出すことを期待する。 
 新規フォーラムの立ち上げを考える際には、その

フォーラム活動が終了後には、更に発展させて研究会

としての活動が行うことを視野に入れて計画を立てて

いただきたい。フォーラムに採択されれば、活動交付

金（フォーラム：35万円/年、自主フォーラム：10万
円/年）が支給される。新規フォーラムや新規自主

フォーラムの応募は遅くとも 2019 年 11 月 30 日(土)

までに行っていただきたい。 
 問合せと申込みは、E-mail または電話で下記連絡

先まで（部会HP（https://www.isij.or.jp/Bukai/ 
Gakujutsu/Hyoka/forum.html）も参照のこと）。

奮って応募いただきたい。参考までに、現在活動して

いるフォーラムについては本部会 HP のニュースレ

ターズに掲載されているので、確認されたい。フォー

ラム参加の際には、評価・分析・解析部会への会員登

録をお願いする。 
・(一社)日本鉄鋼協会 
 学術企画グループ 平沢   
 E-mail：hirasawa@isij.or.jp 
 TEL：03-3669-5932。 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅵ 若い声 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
6.1 ポスターセッション優秀賞を受賞して 

味岡史登（名大院） 
 日本鉄鋼協会第 177 回春季講演

大会学生ポスターセッションに

おいて「 Fully Convolutional 
Network を用いた組織別領域抽

出アルゴリズムの開発」という

題目で発表を行い、優秀賞をい

ただいた。 

 材料に要求される特性は年々複雑化している。足立

研究室ではそのような複雑な要求に対して高効率に材

料を開発していくために機械学習の導入に取り組んで

いる。中でも私自身は材料開発における解析過程で必

要となる画像処理の自動化に取り組んでいる。 
 鉄鋼材料の組織写真に対して組織別に色を塗り分け

る処理を考えると、鉄鋼材料では異なる組織であって

も似たようなコントラストであることが多い。このこ

とより輝度値に閾値を設けて組織を分類するアプロー

チは困難である。そのため本研究ではこのタスクに対

して FCN と呼ばれるアルゴリズムを導入し、組織の

形状も含めて組織を分類できるモデルを作成した。ま

た、中でも U-Net と呼ばれるネットワーク構造を用

いることで高精度に組織別領域抽出が行えることを示

した。 
 ポスター発表において感じたことを 2 点述べる。ま

ず 1 点目は近接分野を研究されている方々と議論する

ことの楽しさである。普段、研究室にいると議論が研

究室内で完結してしまうことが多く、かつ各個人の有

している知識も画一化されがちである。一方でポス

ターセッションでは近接分野の研究に取り組みながら

も多様な背景の方々と議論することができるため、新

たな研究の着想や検討の必要性に気づくことができた。 
 また、2 点目として異分野を知ることの楽しさと重

要性である。自身が専門的に取り組んでいる内容以外

をキャッチアップすることは私にとって容易ではない

が、ポスターセッションでは専門的にその内容に取り

組んでいる方から説明を受けることができるので自分

の領域を拡大する絶好の機会であったと考える。私個

人の例としては今まで勉強する機会のなかった溶接に

ついて他大学の同級生から教えていただくことができ、

とても勉強になった。以上 2 点からポスターセッショ

ンを通じて多くのことを学ぶことができたと考える。 
 最後に、日ごろからご指導を賜っている足立先生を

はじめ、アブストやポスターを熱心に添削していただ

いた小川先生に御礼申し上げる。 
 
 
6.2 ポスターセッション努力賞を受賞して 

中川康太朗（茨城大院） 
 日本鉄鋼協会春季講演大会 177 回

学生ポスターセッションで「積層欠

陥エネルギーおよび固溶元素の差異

が与える転位配列への影響」という

題目で発表を行った。金属材料にお

ける転位運動は積層欠陥エネルギー

や固溶元素により変化し、その結果、異なる転位組織

を形成する。このような特徴は転位増殖や転位配列に

影響する。転位増殖や転位配列はX線回折ラインプロ
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ファイル解析から評価することができる。ラインプロ

ファイル解析は転位密度と共に転位配列を転位間相互

作用の強さ（M）として求めることができる。ただし、

M と実空間の転位組織との関係については理解が進

ん で い な い 。 そ こ で 、 透 過 型 電 子 顕 微 鏡

（transmission electron microscope, TEM）による直

接観察と転位パラメータとの相関性を調査することで、

積層欠陥エネルギーおよび固溶元素の差異が与える転

位増殖や転位組織形成への影響を明らかにすることを

目的とした研究である。 
 積層欠陥エネルギーや固溶元素の差異により、異な

る転位組織を形成することは従来の研究から明らかに

されており、その関係性は TEM による直接観察から

議論されてきた。しかし、TEM による観察は時間も

労力も要してしまうため毎回測定するのは困難である。

そこで近年は汎用性の高いX線から転位組織を評価し

たいという需要が高まっている。本研究では、X 線回

折ラインプロファイル解析から求まる転位間相互作用

パラメータを用いることにより、X 線と実空間での転

位組織との関係を議論した。その結果、ある程度、転

位組織をパターン化することが可能となり、変形に伴

うタングル発達が相互作用を強める由来であることが

明らかとなった。また、固溶元素量が多いとダイポー

ル等の安定な転位配列への転位運動が遅れるとの知見

が得られた。 
 ポスター発表当日は、解析法に対する知識や理解が

不十分な部分があり、ご指摘いただいた点に簡潔に答

えることができず、勉強不足を痛感した。しかし、発

表を聞いてくださった方から多数のアドバイスをいた

だくことができ、自身の研究を理解するために必要な

観点を整理することができた。今回いただいた貴重な

ご意見を参考に、より一層研究を深めていきたい。 
最後に、このような貴重な機会をくださった日本鉄鋼

協会の関係者の皆様、日頃からご指導いただいている

佐藤成男教授、研究を進めるにあたりご助力いただい

た多くの方々に心より御礼申し上げる。 
 
 
6.3 ポスターセッション努力賞を受賞して 

林 桃希（東北大院） 
 平成 31年 3 月 21 日に開催された

日本鉄鋼協会春季講演大会 177 回学

生ポスターセッションにて「X 線回

折とEBSDそれぞれから求められる

転位の特徴」という題目で発表し

た。本発表について努力賞をいただ

き、心より感謝申し上げる。 
 私の研究では、X 線回折と EBSD を用いることで

GN / SS 転位の引張変形に伴う増殖量の違いおよび加

工硬化への寄与を明らかにすることを目的とした。金

属材料の強度や伸びを生じる要因に、転位の運動、蓄

積がある。したがって、転位に着目したミクロ組織解

析が重要になる。EBSD では、結晶粒内の局所方位

差を求められ、局所方位変化は主にGN転位に基づく

と考えられる。一方、X 線回折からも転位密度を評価

することができる。X線回折ではGN転位に限らず全

ての転位が評価される。そこで、X線回折とEBSDを

用いることで変形に伴うGN / SS転位の増殖について

の議論が可能になることが期待される。今回は、対象

試料として、加工硬化が異なり、初期粒径をおよそ揃

えている銅合金を用い、その実験結果について発表し

た。 
 日本鉄鋼協会におけるポスター発表は2 度目であっ

たため、前回の発表の反省点を意識し、発表した。具

体的には、緊張して早口になった状態で話し続けるの

ではなく、発表を聞く方々に内容を理解してもらえる

よう落ち着いて丁寧に話すことを心掛けた。その結果、

多くの方に興味を持って発表を聞いていただき、質問

や意見をいただくことがでた。しかしながら、私の勉

強不足でうまく受け答えできないことがあった。今後

更に勉学に励まなければならないと痛感することがで

き、非常に良い刺激となった。最後に、日頃よりご指

導いただいています佐藤成男先生、小貫祐介先生、鈴

木 茂先生をはじめ、ご指導いただいたすべての方々

に心より感謝申し上げる。試料を提供いただいた三菱

マテリアル殿に御礼申し上げる。 
 
 
6.4 ポスターセッション努力賞を受賞して 

藤田雅紀（都市大院） 
 日本鉄鋼協会第 177 回春季講演大

会学生ポスターセッションにおいて

「Fe-Ga 合金単結晶の非ジュール磁

歪特性の評価」という題目で発表を

行い、努力賞をいただいた。 
 近年の IoT 機器の増加は、将来的

に使い勝手のよい電源確保の問題に繋がると予測され

ている。その解決策として環境発電の一つとして磁歪

式振動発電装置に注目が集まっており、特に Fe-Ga
合金は発電素子としての応用が期待されている。この

背景から Fe-Ga 合金の磁場中での非ジュール磁歪特

性について解明し、磁歪式振動発電の実デバイスの設

計に資することを目標として研究している。 
 磁歪材料は自発的に磁化した領域の磁区を有してい

る。磁歪現象は外部の磁場変化が生じることによって

磁区構造が変化し、ひずみが生じる現象である。従来、

Fe-Ga合金やFe-Al合金の磁歪現象では体積が保存さ

れるジュール磁歪の考え方が一般的だった。しかし近
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年の研究で、体積変化が生じる非ジュール磁歪の存在

が報告された。このことを踏まえて、Fe-Ga合金の非

ジュール磁歪特性について実験的手法について検討を

行った。 
 実験方法については、実際に Fe-Ga 合金に外部か

ら磁場を印加し、磁場印加方向ごとにひずみゲージを

用いて<100>の 3 方向のひずみを測定し、体積ひずみ

を算出して体積変化の有無を確認した。そして、測定

したひずみデータを用いて磁歪の理論式の再構築を行

い、磁歪理論の観点から非ジュール磁歪を理論的に検

討した。 
 ポスター発表では、聴講してくださる方々が研究全

体を把握できるようなポスター作成を心がけた。特に

磁歪という現象があまり広く知られていないことから、

ポスター内の図表は工夫して作成した。また、緒言で

は応用例の内容を具体的に示すことで研究の将来性に

ついて重点的に説明し、研究に興味を持ってもらえる

ように工夫した。発表でもできるだけ難しい言葉を使

わずに発表し、多くの人に理解していただけるように

意識して取り組んだ。 
 最後に、日頃よりご指導賜っている今福先生をはじ

め、共同研究をしている東北大の鈴木先生、阪大の藤

枝先生に御礼申し上げる。 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅶ 研究室紹介 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
物質・材料研究機構 技術開発・共用部門 
材料分析ステーション 化学分析  
（川田 哲） 
 物質・材料研究機構は、2001 年に金属材料技術研

究所と無機材質研究所が統合され発足した。その翌年

2002 年には、機構内のすべての部門と連携し、研究

ユニットに対する物理・化学分析支援業務および研究

基盤整備の研究を担う目的で材料分析ステーションが

設立され現在に至っている。材料分析ステーションは、

化学分析、表面分析、X 線回折の3 つの分野で構成さ

れており、①分析情報の提供（依頼分析、共同研究な

ど）、②分析技術開発、③分析法に関係する標準化

（VAMAS、ISO、JIS 等への国際幹事およびエキス

パート派遣による参画と普及）を中心に業務を行って

いる。化学分析は、過去の2 つの研究所の研究分野に

代表される金属系試料およびセラミックス系試料を多

く取り扱ってきた実績があり、これらの分野に対して

強い基盤技術を培ってきた。近年は、物質・材料研究

機構の研究プロジェクトの変遷に伴い、医薬バイオ系

材料、機能性材料など分析試料の分野も拡大してきて

おり、更なる分析技術の深化が求められている。 

 材料分析ステーションは、「技術の向上による精確

性の高い分析法の実現および分析結果の信頼性の確保」

を行動規範として分析業務を行っている。特に化学分

析は、分析者自身の操作が分析法の大半を占める容量

分析、溶液化を伴う ICP 分析、ガス成分分析などに

よる分析値の提供が主業務であるため、行動規範達成

のためには分析者自身の技術・技能の向上は重要な要

素である。そのため、メンバーは、化学分析の基本技

術を習得し、熟練した技術・技能が要求される鉄鋼試

料の分析を中心に、共同分析への参画を通じて自身の

分析技術・技能の維持確認を継続している。一方、分

析情報の提供は短納期も要求されるため、分析法の効

率化および簡便化のための試料直接分析法の技術開発

にも取り組んでいる。一例として本誌編集委員であり

物質・材料研究機構の伊藤元GL が先駆的に技術開発

された He-GD-MS は導入から約 20 年を経過したが

主成分から微量不純物成分の効率的分析手法の主力装

置として稼働している。近年は、レーザーアブレー

ション-ICP-MS による分析法簡便化や微小領域分析

の技術開発も行っているが、多くの場合、簡便法は分

離分析を伴う化学分析を参照分析法として達成される

べきものであると考えており、標準化された技術の伝

承を土台として分析結果の信頼性確保に努めている。 
 今後は、材料を構成する元素の2D、3Dによる可視

化や、データ蓄積とその活用によるスマートラボ構築

もテーマとなっている。先進的テーマの実行は、もち

ろん必須事項であるが、並行してそれを支えるベー

シックな化学分析を維持継続することが我々化学分析

の役割と捉え活動していきたいと考えている。 
 
 

 
化学分析Ｇのメンバー（筆者は前列中央） 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅷ ロードマップの改訂 

  西藤将之（日本製鉄） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 この度、部会内にロードマップ

WG（主査：藤浪副部会長）を立上

げ、部会のロードマップを改訂しま

した（4/15 公表）。既に部会の HP
などでもご覧になれる状態ですが、

改訂の狙いと内容について概略を記

します。 
 従来のマップは、2014 年に制定されたものを順次

リバイズしてきておりましたが、WGでの議論により、

目標・ゴール・出口が明示されていないこと、各手法

の開発動向が進捗として示されていること、時間軸が

2020 年までであることなどが問題点としてあがり、

全面的に改定することにいたしました。 
 まず、全体の指針を考えるに当たり“2030 年の姿”

を明確にするところからはじめ、他部会を参考に「資

源対応力エネルギー弾力性」、「高効率生産・地球環境

対応」、「環境調和型鋼材」を目標・課題として設定し、

それらに資する分析・解析技術を技術分野別に整理し

ました。各目標・課題ごとに取り組むべき項目は各委

員のご意見も参考に年代別に 2030 年まで想定し、

マップに記載することにしました。ここで、これらの

項目は極力、「●●●による▽▽▽の定量、分析、解

析」などの具体的な表現とすることに努めました。な

お、文字の色やアルファベットは協会の指定する表記

ルールに則っています。 
 今後の解析技術や評価手法の開発、研究会やフォー

ラムの立上げ検討の際に今回のマップが活用されてい

くことを期待しています。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅸ フォーラム令和元年度上期活動報告および令和元年度下期活動計画 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 

フォーラム名／座長名 
令和元年度上期活動報告 

期間H31年3月～R1年8月 
令和2年度下期活動計画 

期間R1年9月～R2年2月 

材料中の微量元素の役割の

評価（自主フォーラム） 
座長：打越雅仁（東北大） 
活動期間：2017.3～2020.2 
登録人数：13名 

・7 月 30 日にミニワークショップ｢固体微量

分析最前線｣を開催｡ 
・11月頃、ミニワークショップ「微量元素が

凝固組織に与える影響」を開催予定。 

鉄鋼分析における誤差因子

の検討：ブラックボックス

化した分析装置の功罪 
座長：田中亮平（京大） 
活動期間：2018.3～2021.2 
登録人数：10名 

・3 月 22 日 第 177 回春季講演大会にて予

告セッション「鉄鋼分析のデジタル化と分

析精度」を開催。講演題目は以下の通り。 
1. 「 鉄 中 の ヒ 素 分 析 」 河 合  潤 、

D.Bolortuya、山崎慶太、田中亮平（京

大） 
2.「カソードルミネッセンス法によるアルミ

ナスケールの評価」今宿 晋、我妻和明 
（東北大） 

3.「全反射蛍光 X 線分析法と固相抽出法を用

いた微量元素分析法の改良」杉岡大志郎、

国村伸祐（東理大） 
4.「高温試料のXRF測定」田中亮平、奥野雄

介、河合 潤（京大） 
・7月30日 第3回フォーラム研究会を京都

経済センターにて開催。講演題目は以下の

通り。 
1.「鉄鋼材中不純物濃度の同定とリサイクル

制約」醍醐市朗（東大） 
2.「紙基板分析素子への 3D プリンターの利

用」浅野 比（山口東理大） 
3.「X 線回折法と固有ひずみ理論を用いた 3
次元溶接残留応力分布の非破壊評価」 
小川 雅（工学院大） 

・12月頃，第4回フォーラム研究会を京都に

て開催予定。 
・第 179 回春季講演大会での予告セッション

の開催にむけた幹事会を予定． 

多結晶材料の異方性の評価

と予測技術 
座長：小貫祐介（茨城大） 
活動期間：2018.3～2021.2 
登録人数：11名 

【3/20】 
・秋季講演大会でのシンポジウム（東京電機

大） 
 「金属微細組織解析を指向した量子ビーム

応用の最前線～小型中性子源や小角散乱、

回折から見える新しい情報～」 
 「鉄鋼のミクロ組織要素と特性の量子線解

析」研究会との共催 
【8/30, 31】 
・金属学会「第 3 回金属・無機・有機材料の

結晶方位解析と応用技術研究会・公開講演

会」（産総研中部センター） 
 標題研究会等との共催 

【9/11】 
・秋季講演大会でのシンポジウム（岡山大） 
 「金属微細組織解析を指向した量子ビーム

応用の最前線Ⅱ－X 線、中性子から得られ

る金属組織情報－」 
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フォーラム名／座長名 
令和元年度上期活動報告 

期間H31年3月～R1年8月 
令和2年度下期活動計画 

期間R1年9月～R2年2月 

鉄鋼関連材料の化学状態分

析の新しい展開 
座長：今宿 晋（東北大） 
活動期間：2018.3～2021.2 
登録人数：13名 

・3 月 1 日に材料の組織と特性部会「材料特

性の各種要因の解析と設計」自主フォーラ

ムと合同でシンポジウム「今後の資源・素

材のための各種分析手法」を開催（参加者

20 名） 
 開催場所：東北大 
 発表者：鈴木 茂(東北大)、今宿 晋(東

北大) 

・10月頃、講演会を開催予定（場所未定） 
・2月頃合同シンポジウムを開催予定 

金属組織のマルチスケール

応力・ひずみ評価研究（自

主フォーラム） 
座長：熊谷正芳（都市大） 
活動期間：2018.3～2021.2 
登録人数：10名 

・3月20日に鉄鋼のミクロ組織要素と特性の

量子線解析研究会、多結晶材料の異方性の

評価と予測技術フォーラム、小型中性子源

による鋼中非金属介在物評価法の検討

フォーラムとシンポジウム「金属微細組織

解析を指向した量子ビーム応用の最前線」 
（第 177 回春季講演大会、開催地：東京電

機大）を共催した。講演タイトルと発表者

は次の通り。 
‐「鉄の転位強化に及ぼす組織因子の影響」

高木節雄（九大） 
‐「ラインプロファイル解析における異方性

パラメータの理解」熊谷正芳（都市大） 
‐「量子ビームを相補的に活用した、鉄鋼の

回折評価」北原 周（コベルコ科研） 
‐「極低炭素フェライト鋼の時効に伴う低温

引張特性の変化」古賀紀光（横浜国大）他 
‐「X 線回折ラインプロファイルと電子顕微

鏡それぞれから見える転位の特徴」佐藤成

男（茨城大）他 
‐「J-PARC パルス中性子の産業利用と茨城

県の取り組み」富田俊郎（茨城県） 
‐「パルス中性子と放射光による集合組織記

憶効果の In-Situ 観察と二重K-S 関係によ

る解析」富田俊郎（茨城県） 
‐「冷間圧延後に温間異周速圧延を施した

Al-Mg-Si 合金板の溶体化処理中の

{111}<110>再結晶集合組織形成機構」井上

博史（阪府大） 
‐「Surface effect induced transformation 

texture in electrical steels」Ping Yang 
(University of Science & Technology, 
Beijing) 

‐「中性子回折による動的な組織形成のその

場観察―秒単位の時分割実現に向けて―」

小貫祐介（茨城大）他 
‐「小角散乱とプロファイル解析との関係に

ついて」大沼正人（北大） 
‐「理研小型中性子源システムRANS‐集合

組織計測を中心に」大竹淑恵（理研）他 

・9月11日に鉄鋼のミクロ組織要素と特性の

量子線解析研究会、多結晶材料の異方性の

評価と予測技術フォーラムとシンポジウム

「金属微細組織解析を指向した量子ビーム

応用の最前線Ⅱ－X 線、中性子から得られ

る金属組織情－」（第 178 回秋季講演大

会、開催地：岡山大）を共催予定。講演タ

イトルと発表者は次の通り。 
‐「鋼の高温加工熱処理中に生じる組織変化

の中性子その場解析」柴田曉伸（京都大）

他 
‐ステファヌス・ハルヨ（J-PARC）他 
‐「0.6%C 鋼におけるベイナイト変態中の準

安定オーステナイトの振る舞い」小貫祐介

（茨城大）他 
‐「中性子回折を用いた0.4C-TRIP型ベイニ

ティックフェライト鋼のオーステンパー処

理中の組織形成挙動の解析」北條智彦（東

北大）他 
‐「Al-3%Mg 合金のせん断変形とその後の

焼きなましによる優先方位形成」高山善匡

（宇都宮大）他 
‐「放射光を用いた 0.1C-2Si-5%Mn フレッ

シュマルテンサイト鋼のMn による強度・

延性同時上昇機構の解析」鳥塚史郎（兵庫

県立大）他 
‐「中性子回折を用いた高耐食性炭化物強化

マルテンサイト鋼の組織最適化」山中謙太

（東北大）他 
‐「Direct-fitting/modified Williamson-Hall
（DF/mWH）法を用いた各種鉄鋼材料の転

位密度評価法」増村拓朗（九大）他 
‐「鉄鋼の変形や熱処理に伴う FCC－HCP
マルテンサイト変態に伴うミクロひずみ現

象」佐藤成男（茨城大）他 
 「iMATERIA の現状と利用方法」峯村哲

郎（茨城県） 
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フォーラム名／座長名 
令和元年度上期活動報告 

期間H31年3月～R1年8月 
令和2年度下期活動計画 

期間R1年9月～R2年2月 

小型中性子源による鋼中非

金属介在物評価法の検討 
座長：大竹淑恵（理研） 
活動期間：2018.3～2021.2 
登録人数：8名 

・3 月 第 1 回運営会議（ニーズ調査の具体

化を踏まえたフォーラムの進め方、分担内

容） 
・3月20日 春季講演大会シンポジウム「金

属微細組織解析を指向した量子ビーム応用

の最前線 ～小型中性子源や小角散乱、回

折から見える新しい情報～」開催（共催：

鉄鋼のミクロ組織要素と特性の量子線解析

研究会、結晶材料の異方性の評価と予測技

術フォーラム、金属組織のマルチスケール

応力・ひずみ評価研究自主フォーラム、主

催 茨城県中性子利用研究会平成 30 年度

第4回 iMATERIA研究会） 
・5月21日 第1回フォーラム研究会議（理

化学研究所） 
 話題提供：①：位相イメージング ～Ｘ線

から中性子へ 東北大多元物質科学研究所 

百生 敦教授 
 話題提供：②J-PARC 中性子全散乱装置

（NOVA）を用いた規則−不規則構造解析 
高エネ研 物質構造科学研究所 大友季哉教

授 
 RANS、RANS-Ⅱ見学 
 メンバーから報告並びに検討事項討論 

・9月11日 第2回運営委員会（研究の方向

性の修正、成果公表企画立案） 
 岡山大学（秋季講演大会会場にて） 
・11月 第2回フォーラム研究会議（特別講

演会、進捗報告、実験内容打合せなど） 
・2 月 第 3 回フォーラム研究会議（春季講

演大会発表について、フォーラムの進め

方、今後について） 

現在の製鋼関連技術におけ

る湿式分析の新領域を探る

座長：上原伸夫（宇都宮

大） 
活動期間：2019.3～2022.2 
登録人数：11名 

・7月30日に第1回フォーラム研究会を開催

し、フォーラムの指針を議論すると共に、

技術者向けの勉強会の開催について議論し

た。 

・技術者向けの勉強会の開催を 2 箇所で行

う。 

化学的または生物学的処理

によるスラグの機能変化と

その評価・分析 
座長：高橋利幸（都城高

専） 
活動期間：2019.3～2022.2 
登録人数：13名 

・6月11日に、フォーラム第1回総会および

運営会議を行った（東京・鉄鋼会館）。メ

ンバー各自のこれまでの研究紹介、情報交

換と今後のフォーラム活動計画について検

討した。また、同日に、平井信充氏（鈴鹿

高専；研究会Ⅰ「バイオフィルム被覆によ

るスラグ新機能創出」の主査）を招待し、

講演会を実施した。 

・日本鉄鋼協会 第 178 回（2019 年秋季）

講演大会会期中に、研究会Ⅰ「バイオフィ

ルム被覆によるスラグ新機能創出」と共催

でシンポジウムを開催予定。 
・フォーラム第 2 回総会・運営会議の企画と

して、鉄鋼製造・活用の現場視察を実施予

定（11～12月頃を予定【日程調整中】）。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅹ 協会事務局から 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
10.1 第 18 回評価・分析・解析部会 部会集会・特

別講演会 
 第178回秋季講演大会中に、評価・分析・解析部会

の部会集会を開催します。お誘い合せの上、多数ご出

席くださいますようご案内します。 
 なお、下記の通り、部会集会での特別講演会の開催

をご案内いたします。多数の聴講をお待ちしておりま

す。 
1. 日時：2019 年 9 月 13 日(金)13:00～14:00（講演

は 50分程度） 
2. 場所：第 178回秋季講演大会 会場 17 

（岡山大学・津島キャンパス 一般教育棟 A棟 
3 階 A32） 

3. 特別講演会 
 講師：東京工業大学 物質理工学院 材料系 
 林 幸 准教授 
 講演題目：｢高温 XRD による焼結鉱の還元過程の

直接観察」 
 
 
10.2 評価・分析・解析部会フォーラム参加方法 
 評価・分析・解析部会に登録している会員の方なら

どなたでもフォーラムにメンバー登録をして参加する

ことができます。2019 年 7 月現在、8 フォーラムが

活動しております。活動内容等は本誌（10～11 頁）

およびホームページに掲載されておりますので、ご覧

のうえ、奮ってご参加ください。 
 参加ご希望の方は、本会ホームページ 評価・分

析・解析部会 ニュースレターズ フォーラム活動紹

介から直接登録ができます。ご希望のフォーラムから、

参加者氏名、会員番号、連絡先、所属をご連絡くださ

い。 
 
 
10.3 会員の送本先の変更、所属変更について 
 本部会にご登録いただいておられる会員の方は、送

本先、所属等の会員情報が変更となりましたら、早急

に本会事務局宛にご連絡ください。 
 また、ホームページで会員登録の内容の変更ができ

ますので、ご利用ください。 
 変更連絡先：本会 会員グループ 
 TEL：03-3669-5931 FAX：03-3669-5934 
 E-mail：members@isij.or.jp 
 URL：https://www.isij.or.jp/membership/change/ 
 

10.4 評価・分析・解析部会 登録者数 
（R1.7.18 現在） 

   計 
本会 国内会員数 8,822 名  
 海外会員数 476 名 9,298 名 
評価・分析・解析部会   1,732 名 
 内 国内会員数   1,730 名 
 名誉会員 3 名  
 賛助会員 7 名  
 永年会員 24名  
 シニア会員 23名  
 正会員 1,423 名  
 準会員 117名  
 学生会員 133 名  
 内 海外在住会員   2 名 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
Ⅺ PEMACカレンダー 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
2019年（令和元年）9月～2020年（令和2年）3月 

年 月 日 行     事     等 場  所 

2019年 6 日(金) ・ニュースレターズ45号発行  

9 月 11 日(水)～13日(金) ・第178回秋季講演大会開催 岡山大学・津島

キャンパス   ・部会集会・特別講演会「高温 XRD による焼結鉱の還元過程

の直接観察」（13 日） 
・討論会「高品質焼結鉱製造を目指した多元系カルシウムフェ

ライトの特性評価における現状と課題」（12日） 
・シンポジウム「金属微細組織解析を指向した量子ビーム応用

の最前線Ⅱ－X 線、中性子から得られる金属組織情報－」 
（11日） 

・シンポジウム「バイオフィルム被覆及び化学的処理によるス

ラグ新機能創出とその評価」（12 日） 

 27 日(金) ・第 179 回春季講演大会討論会・国際セッション・予告セッショ

ン、シンポジウム企画提案締切 

－ 

 30 日(月) ・評価・分析・解析部会運営委員会／研究審議WG 協会会議室 

11 月 上旬 ・第179回春季講演大会 講演申込開始（HP） － 

 18 日(月) ・学会部門会議（研究会Ⅰ選考） 協会会議室 

 30 日(土) ・新規フォーラムおよび新規自主フォーラム募集締切 － 

12 月 中旬 ・第 179 回春季講演大会討論会・国際セッション申込み・講演概

要提出締切 

－ 

2020 年 
1 月 

8 日(水) ・第 179 回春季講演大会一般講演・予告セッション・共同セッ

ション・学生ポスターセッション申込み・講演概要提出締切 

－ 

 16 日(木) ・第179回春季講演大会プログラム編成会議 協会会議室 

 下旬 ・評価・分析・解析部会 運営委員会 協会会議室 

2 月 中旬 ・HPに第179回春季講演大会プログラム掲載  

3 月 中旬 ・ニュースレターズ46号発行  

 17 日(火)～19日(木) ・第179回春季講演大会開催 東京工業大学・大

岡山キャンパス 

 

 

今後の講演大会スケジュール 

年 月日 行     事     等 場  所 

2019 年 9 月11日(水)～13日(金) 第178回日本鉄鋼協会秋季講演大会 岡山大学・津島キャンパス 

2020 年 3月17日(火)～19日(木)予定 第179回日本鉄鋼協会春季講演大会 東京工業大学・大岡山キャンパス 

2020 年 9月16日(水)～18日(金)予定 第180回日本鉄鋼協会秋季講演大会 富山大学・五福キャンパス 

 

  



15 

 

広報・編集分科会よりのお願い 

ニュースレターズも令和を迎え 45号、16 ページでの発行となります。部会の改訂ロードマップも示されていま

す。ニュースレターズでは皆様からのご寄稿も歓迎しています。下記にニュースレターズ原稿執筆要項の抜粋を

示しました。皆様からの投稿をお待ちしております。 

 

記 

 

ニュースレターズ原稿執筆要項抜粋（平成 21年 8月） 

★掲載原稿の内容及び文体 

 ・学術的な厳密性にとらわれないよう、読み易くする。 

 ・平易かつ簡潔な表現とし、文体は原則として「・・・である。」及び「・・・した。」  調とする。 

 ・コラム記事などは写真の添付を原則とする。 

★注意事項 

 ・原著を尊重するが、明らかな間違いなどは担当委員の判断に基づき行う。 

・英文または仮名書きを必要とする部分以外は、漢字まじりのひら仮名書きとする。 

 ・本文はMS 明朝体で、サイズは 10ポイントとする。 

 ・英数字は半角で字体は century とする。 

 ・句読点は「、」「。」とする。 

・文中の化合物名は読者が普通読み取れると思われるもの（例：NaCl）は記号でよい。 

 ・表題、章などの字体の指定は編集分科会において行う。 

 ★よく出てくる表現の例 

・及び→および、（～して）頂く→いただく、拘らず→かかわらず、かならず→必ず 

・丁度→ちょうど、（～）出来る→できる、とくに→特に、まったく→全く、勿論→もちろん 

 

・語幹が「し」で終わる形容詞は、「し」から送る。〔例〕著しい、惜しい、珍しい 

・コンピュータ→コンピューター、レーザ→レーザー、 

・組み合わせ→組合せ、詰め込む→詰込む 
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編集後記 

 
 元号が令和に替わって初めてのニュースレターズ 45 号。コラム記事の「OB だより」を多くの方々に執筆し

ていただいていますが、つくば徒然日記、つれづれ片平物語に続く、「扇島今昔」などシリーズものを期待して

います。（S.I.） 

 
 令和最初の鉄鋼協会講演大会は岡山で開催予定です。今年の夏に岡山産のマスカットを実家に送ったところ、

「とても美味しい」「一瞬で食べ尽くした」」と大絶賛でした。残念ながら我が家用には手配しておらず、美味し

いマスカットを食べ損ねたのが心残りでした。学会中は旬のぶどうを食べに行くのを今から楽しみにしています。

（Y.T） 

 
 
 

☆ ☆ ☆ 

 
職場での出来事、ご自分の趣味など、コラム欄へのご寄稿をお待ちしております。原稿は電子ファイル（推奨

Word文書）にて、電子メールの添付ファイルにてお送りいただくか、又はCD、DVDなどのメディアを下記の

事務局にご郵送ください。原稿の長さに特に制限は設けておりませんが、これまでの掲載例を目安としてくださ

い。なお写真、図表などは、本文ファイルに埋め込まず、別ファイルとして本文ファイルと一緒にご送付くださ

い。写真や図のファイル形式は JPEG 形式を推奨いたします。なお、郵送いただいたメディアの返却はできま

せんのであらかじめご了承ください。 

 
☆ ☆ ☆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価・分析・解析部会ニュースレターズ第 45 号  (PEMAC NEWSLETTERS、 No. 45) 
発行日：令和元年 9月 6日 発行：(一社)日本鉄鋼協会 評価・分析・解析部会 

編集担当：広報・編集分科会 
主査 平井昭司（東京都市大） 
TEL：03-5707- 0104,   E-MAIL：shirai@tcu.ac.jp 
委員 相本道宏（日本製鉄）・安達丈晴（日鉄テクノ）・井田 巌（日本鉄鋼連盟）・ 
板橋英之（群馬大）・伊藤真二（元物質・材料研究機構）・上原伸夫（宇都宮大）・ 
田中裕二（JFE スチール）・谷合哲行（千葉工大）・林 英男（都立産業技術研究センター）・

保倉明子（東京電機大） 

事務局： (一社)日本鉄鋼協会 学術企画グループ 
〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 3-2-10 鉄鋼会館5 階 
TEL：03-3669-5932,  FAX：03-3669-5934,  E-MAIL：hirasawa@isij.or.jp 

 

 

評価・分析・解析部会のホームページが、全面的にリニューアルされています。 

日本鉄鋼協会のホームページから本部会のホームページにたどることができますが、直接 

URL: https://www.isij.or.jp/Bukai/Gakujutsu/Hyoka/index.html を入力するか、 

右記QRコードを読みと取ると、本部会のホームページを開くことができます。 

 

できるだけタイムリーな情報発信と部会活動の記録の公開を行っています。 

ぜひご一覧してください。 

                                     



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004E0049004B004B004500490020005000520049004E00540049004E004700200049004E0043002E00200020000A0066006F0072002000410064006F006200650020004300720065006100740069007600650020005300750069007400650020007300650072006900650073FF08004300539664304FFF0900200020000A5370523775280050004400464F5C62106642306B900F660E3092520652723059308B30D730EA30BB30C330C8306730593002FF080076006500720032002E0031FF09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


